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自
分
ら
し
さ
が
社
会
を
変
え
る

　
８
月
２
日
、
ユ
ー
セ
ン
タ
ー
KI
防
水
で

人
権
教
育
講
演
会
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か

ら
２
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
女
装
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
活
躍
中
の

ブ
ル
ボ
ン
ヌ
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
自
身

の
経
験
や
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち

の
多
様
で
自
由
な
生
き
方
を
紹
介
。
行
政

や
国
内
外
の
支
援
団
体
の
取
り
組
み
、
世

界
と
日
本
の
性
的
指
向
に
関
す
る
意
識
の

違
い
な
ど
も
説
明
し
ま
し
た
。　

　
「
性
は
色
と
り
ど
り
。
自
分
が
自
分
を

好
き
で
い
ら
れ
る
よ
う
自
信
を
持
っ
て
ほ

し
い
」
と
参
加
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

ま
し
た
。

　性的マイノリティの友人がいる
ため、当事者であるブルボンヌさ
んのお話が聞きたくて参加しまし
た。以前は友人が悩んでいたとき
に何もできませんでしたが、講演

で聞いたことを生
かし、少しでも力
になれればと思い
ました。

LGBTQ＋の皆さんへ

講師｜ブルボンヌさん
早稲田大学在学中からゲイのネット
ワークを主催。多様性をテーマに
したバーのプロデュース、企業や
自治体などでのLGBTQ＋やジェン
ダーに関する講演活動を行う女装パ
フォーマー

　人間の「性」に向き合うのって
気後れするという方も多いですが

「心が生きる」と書いて性。
　「男のくせに」「女らしく」という
言葉が、多くの人の可能性を閉ざし
てきた面もあります。あらためて男
性・女性・ジェンダー・性的指向と
いった多様な性のかたち、考え方を
しっかり知って、自分自身を受け入
れ、世界を広げてみませんか？

男
ら
し
さ
、女
ら
し
さ
よ
り

　小学校教諭として、LGBTQ＋
の児童にどう接するべきか悩むこ
とがあり、講演会に参加しました。
　講演を通して、性の在り方は多
様で自由であることを知りました。
子どもたちが性に目覚める多感な

時期に個性を尊重
し、偏見のない教
育を目指していき
たいです。40代男性

40代女性

～
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・
男
性
・
女
性
と
は
～

古河市の　取り組み古河市の　取り組み

　令和4年度に新設された人権推進課に、
ダイバーシティ推進係を設置しました。人
権啓発やダイバーシティ(多様性)社会の実
現を目指します。

ダイバーシティ推進係を新設

　私たちが生きている社会は、さまざまな
人で構成されています。市では、年齢や性
別、国籍、障がいの有無等どのような立場
の人も、一人一人がお互いに尊重し合い、
誰もが個々の能力を発揮できる「ダイバー
シティ(多様性)社会」の実現を目指してい
ます。
　第2次古河市男女共同参画プラン後期実
施計画で「男女共同参画・ダイバーシティ
社会の視点に立った社会制度・慣行の見直
し」が計画目標の一つとなりました。
　この目標に向け、人材育成や啓発活動を
通して多様性が受容され、誰もが活躍でき
る環境づくりに取り組んでいきます。現在、
関係団体や職員の研修、啓発活動やフォー
ラムの実施に向け準備を進めています。

ダイバーシティへの取り組み

ダイバーシティ研修会

今年度

頑
張
っ
て

　
い
き
ま
す
！

　7月6日・29日に、ダイバーシティ社会
の推進に向けて研修会を実施し、関係団体
や市職員など、オンライン参加者を含め
80人が参加しました。
　講師には茨城県ダイバーシティ推進セン
ター「ぽらりす」の職員を招き、参加者か
らは「無意識の思い込みに気付く良い機会
となった」などの声が聞かれました。

男女共同参画 出前講座

　7月7日、上辺見小学校の5年生62人を
対象に、出前講座を実施しました。
　男女共同参画をテーマに、SDGsや性的
マイノリティの内容について分かりやすく
説明。児童たちは、性別にとらわれること
なく個性と能力を十分発揮することやさま
ざまな立場の人を理解することの大切さを
学びました。

Interview
講演会に参加してみて
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